
1

蓄熱式又はヒートパイプ式等による高効率熱交換器の導入

対策
概要

◼蓄熱式熱交換器やヒートパイプ式高効率熱交換器を導入し、熱利用設備における効率的な熱回収を行うこと
で、燃料消費量及びCO₂排出量を削減する。

高効率設備
への更新

導入可能性のある業種・工程 ◼工業炉、ボイラー等の熱利用設備を使用する全業種

原理・仕組み

◼ 蓄熱式熱交換器：セラミック製、ステンレス製、メタルハニカム、セラミックハニカム、メタルボール（ナゲット）、セラミックボール
（ナゲット）、回転式蓄熱熱交換装置セラミック製のもの。

◼ ヒートパイプ式高効率熱交換器：ガス／ガス式熱交換器として排ガス－燃焼用空気等の熱交換に使用するもの。

対策イメージ

• ヒートパイプ式熱交換器や蓄熱式熱交換器を用いて燃焼排ガスが保有する熱を
回収し、燃焼用空気の予熱に使用することで、予熱分に相当する燃料消費量を
削減することができる。

• 燃料節約率は次式で計算できる。[2]

ヒートパイプ

• ヒートパイプとは効率的に熱を運ぶことのできる熱伝導素子である。管の中に流体
が密閉されており、管の一方が加熱されると、中の流体が連続的に蒸発と凝縮を
繰り返し、熱は加熱側（一方）から低温側（他方）へ効率的に運ばれる。[1]

効率・導入コストの水準

◼ 効率水準：ー

◼ 導入コスト水準：ー

出所）[1]株式会社SDAT「排熱回収用熱交換器・顕熱交換器 （サーモコイル®)」
 https://sdat.co.jp/product/thermo_coil/（閲覧日：2023年10月19日）より作成

出所）[2]一般財団法人省エネルギーセンター「エネルギー管理のためのデーターシート」（2014年3月25日）より作成

https://sdat.co.jp/product/thermo_coil/
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導入効果

◼ 年間1,000千Nm³の都市ガスを消費する工業炉において、高効率熱交換器を導入して、排ガスから50%の熱回収を行い
燃焼空気の予熱に使用したケースにおける試算例は以下のとおり。

導入効果の試算例

• 各指標で21％削減できる試算結果。

エネルギー消費量（kL/年） CO₂排出量（t-CO₂/年） エネルギーコスト（百万円/年）
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計算条件

• 年間1,000千Nm³の都市ガスを消費する工業炉において、高効率熱交換器を導入して、排ガスから50%の熱回収を行い燃焼空気の予
熱に使用したケースを想定した。

項目 記号 Before After 単位 計算式

エネルギー消費量 ⑬ 1,161 922 kL/年 ⑪×⑫

CO₂排出量 ⑭ 2,310 1,834 t-CO₂/年 ⑩×③

エネルギーコスト ⑮ 128 101.6 百万円/年 ⑩×④÷1,000

計算結果

項目 記号 Before After 単位 数値の出所、計算式

都市ガスの単位発熱量 ① 45.0 45.0 GJ/千Nm³ 【参考①】

都市ガスの低位発熱量 ② 41.6 41.6 GJ/千Nm³ 資料[3]を基に想定

都市ガスのCO₂排出係数 ③ 2.31 2.31 t-CO₂/千Nm³ 【参考①】

都市ガスの単価 ④ 128 128 円/Nm³ 【参考①】

廃熱回収する工業炉の排ガスによる熱損失率 ⑤ 34.1 ー ％ 資料[4]を基に想定

廃熱回収率 ⑥ 0 50 ％ 想定値

排ガス損失(単位都市ガス消費量あたり) ⑦ 14.19 ー GJ/千Nm³ ②×⑤÷100

排ガスからの回収熱量(単位都市ガス消費量あたり) ⑧ 0 7.09 GJ/千Nm³ ⑦b×⑥÷100

燃料節約率 ⑨ 0 20.6 ％ ⑧÷(②－⑦b+⑧)×100

都市ガス消費量 ⑩ 1,000 794 千Nm³/年
Before：想定値
After：⑩b×(1－⑨÷100)

エネルギー消費量 ⑪ 45,000 35,730 GJ/年 ⑩×①

エネルギーの原油換算係数 ⑫ 0.0258 0.0258 kL/GJ 【参考①】

備考

• ー

計算式の添え字bはBefore、aはAfterを示す。

出所）[3]一般財団法人省エネルギーセンター「2006省エネルギー手帳」（2005年11月15日）
 [4]一般社団法人日本工業炉協会「～廃熱回収と“活エネルギー”のご提案～ 工業加熱Vol.57 No.3（2020年）、石﨑信行」https://www.jifma.or.jp/wp-content/uploads/2022/01/廃熱回収と活エネルギーのご提案.pdf （閲覧日：2024年1月30日）

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/gel/ghg-guideline/search/pdf/sankou.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/gel/ghg-guideline/search/pdf/sankou.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/gel/ghg-guideline/search/pdf/sankou.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/gel/ghg-guideline/search/pdf/sankou.pdf
https://www.jifma.or.jp/wp-content/uploads/2022/01/廃熱回収と活エネルギーのご提案.pdf
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